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畜産食品中の 

残留農薬検査結果 

 
（平成１２年度） 

 



１．はじめに 

 

新しく開発された農薬の増加等を背景に、食品中の残留農薬に関する一層の安

全性の確保が求められている。厚生労働省では、従来から食品衛生法に基づき、

農産物に残留する農薬の量の限度として残留農薬基準を策定し、農産物の安全性

の確保に努めてきたところである。一方畜産食品に関しては、昭和 46 年６月 15

日環乳第 60 号厚生省環境衛生局長通知により牛乳に対しＢＨＣ、ＤＤＴ及びディ

ルドリンにつき暫定的基準値が設定されモニタリング検査が要請された。また輸

入牛肉よりディルドリンが検出されたことを受け、昭和 62 年８月 27 日衛乳第 42

号厚生省生活衛生局乳肉衛生課長通知により、輸入牛肉に対しＤＤＴ、ディルド

リン、ヘプタクロルにつき暫定的基準値が設定され、モニタリング検査が実施さ

れている。これら畜産食品に対しては、現在においても検査を続け残留実態を把

握しているところである。 

平成 11 年度より、畜産食品中の残留農薬検査結果として、上記モニタリング検

査及び残留実態調査の結果を公表しているところであるが、今般、平成 12 年度の

結果を取りまとめたので報告する。 

 

 

２．集計方法 

 

  平成 12 年度に実施された畜産食品中の残留農薬検査結果として、①地方公共団

体におけるモニタリング検査結果、②検疫所におけるモニタリング検査結果の２

つを併せて集計した。 

 

 ① 地方公共団体におけるモニタリング検査結果 

   平成 12 年 3 月 27 日衛乳第 54 号乳肉衛生課長通知により、各地方公共団体に

対しモニタリング検査について通知し、結果を入手した。 

 

② 検疫所におけるモニタリング検査結果 

平成 12 年 3 月 31 日衛乳発第 67 号乳肉衛生課長通知により、各検疫所に対し

モニタリング検査について通知し、結果を入手した。 

 

 

３．検査対象農薬及び畜産食品 

 

 ① 検査対象農薬 

  ＤＤＴ、ディルドリン、ヘプタクロル 全 3農薬 

 

 ② 検査対象畜産食品 



  牛肉、豚肉、羊肉、鶏肉、牛乳、ほたて 

 

 

４．調査結果 

 

平成 12 年度の集計結果の総括を表に示した。集計の対象となった平成 12 年度

の畜産食品中の残留農薬検査結果の総数は 2,112 件であった。また、検査の結果

として何らかの農薬が検出されたものは 9 件、検査数の 0.43％であり、暫定基準

値が設定されているものであって、基準値を超えたものはなかった。 

 

 

５．考  察 
 

 本検査により検出された農薬の検出最大値はＤＤＴで 0.03ppm（牛肉）、

0.05ppm（鶏肉）であった。ＤＤＴの牛肉に対する残留農薬暫定基準値として

5ppm が設定されており、牛肉について安全上問題ないことは明らかである。一

方、鶏肉については残留農薬暫定基準値はないが、ＤＤＴのＡＤＩが

0.005mg/kg 体重/日であることからＡＤＩ比を算出したところ、1.5％であった

ことから、健康に影響を与えるものとは考えられない。 

 

 

６．ま と め 
 

  本検査により、残留農薬暫定基準値を超えなかったこと、暫定基準値のない畜

産食品については、農薬対ＡＤＩ比が 1.5％以下であることから、現状で安全上

の問題はないことが明らかとなった。 

 



表１　平成12年度総括表

   検  出  数  基準を超える件数

件 ％ 件 ％

国 産 品 832 6 0.72

基準が設定されているもの 輸 入 品 57 0

合　   計 889 6 0.67

国 産 品 1,091 3 0.27

基準が設定されていないもの 輸 入 品 132 0

合　   計 1,223 3 0.25

国 産 品 1,923 9 0.47

総　合　計 輸 入 品 189 0

合　   計 2,112 9 0.43

表２　平成11年度総括表

   検  出  数  基準を超える件数

件 ％ 件 ％

国 産 品 822 15 1.82

基準が設定されているもの 輸 入 品 108 0

合　   計 930 15 1.61

国 産 品 4,644 5 0.11

基準が設定されていないもの 輸 入 品 1,847 0

合　   計 6,491 5 0.08

国 産 品 5,466 20 0.37

総　合　計 輸 入 品 1,955 0

合　   計 7,421 20 0.27

国産・輸入 検 査 数

国産・輸入 検 査 数


